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神 田信夫先生を偲んで

松村 潤

内藤湖南先生が盛京崇謨閣で 『満文老襠』を発見 されたのは1905年 のことである。そ してそ

の史料的価値を調察され,1912年 に羽田亨先生 と共に,こ れ を写真に摂 られて我が国に将来さ

れた。内藤先生の門下の京都大学関係者の方々に1930年 ごろか ら 『満文老襠』が利用 され,多

くの研究が発表された。

一方
,東 京大学の東洋史研究室では,戦 後間もなく,神 田信夫先生を中心として満文老襠研究

会 を組織 して,『 満文老襠』の訳註作成にあたった。私が神田信夫先生に親 しく接するようにな

ったのは,こ の訳註 に携 わってからである。1953年,私 が東洋文庫研究員 となってか らは,研

究会 も東大の研究室か ら東洋文庫へ と遷った。1955年 には東洋文庫叢刊十二 として,譯 註の第

一冊 を刊行 し
,毎 年ほぼ一冊のペースで刊行 をつづけ,1963年 の第七冊をもって完了 した。 こ

の間の神 田先生の御努力は大いに称えられてよい。

ところで,『 満文老襠』は乾隆朝の編纂に拘わ り,先 生はその原資料である襠案に多大の関心

を持 ってお られた。北京の故宮博物院の文献館 による内閣大庫の襠案整理によって,原 襠は1936

年に発見 され てお り,同 年の満洲事変の勃発 により,日 中関係が悪化 し,故 宮の文物は,い わゆ

る南遷によって上海に運ばれ,や がて南京の収蔵庫に収 められたが,1936年,日 中戦争が始 ま

ると,南 京か らさらに奥地へ と疎開した。そして 日本の敗戦によって1947年 末には南京へ戻っ

た。 しかし国共内戦の結果,国 民政府は台湾へ逃れ,南 京 にあった故宮の文物 も台湾へ と運ばれ

た。神田先生は原襠 も他の文物を一緒に台湾へ運ばれたのではないか と推測 された。

1962年 に台湾を訪れる機会 を得たが,当 時故宮の文物 は台中郊外の霧峯北溝に保管 され てお

り,原 襠の所在 を確かめる状況 にはなかった。翌1963年 末 に再び神 田先生 と共に台湾を訪れた

が,そ の際 に李学智氏によ り,原 襠の写真を見せ られ,こ れ によって原襠が故宮博物院に現存す

ることが判明 した。 さらに1965年 には,台 湾大学教授で満洲人の広禄氏 と李学智氏 の共著によ

る 「清太祖老満文原襠与満文老襠之比較」 と題する研究が発表 された。ig65年ll月 に台中霧峯

の故宮博物院は台北士林の現在地に移転 した。そこで1966年 夏,神 田先生,岡 田英弘氏 と共 に

三度,台 北を訪れ,新 院長に就任された蒋復聰氏に原襠の閲覧を申し入れた。蒋院長 の特別のは

か らいによって,ま だ木箱に納められていた原襠 を見た時の感動は今 も忘れ られない。

神 田先生にとって,台 湾は御尊父神 田喜一郎先生が台北帝国大学へ赴任 されたことにより,1929

年 か ら台北高校 を卒業 された1941年 までを過ごされた処である上に,1960年 代には戦前の建物

も多 く残 り,懐 旧の念に堪えがたかった様であった。
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満族史研究会が設立 されたのは,1986年11月 の ことで,会 長 には三上次男先生が推挙 された。

しか し翌年3月 三上先生は逝去され,神 田先生が後任の会長に就 かれた。恰度 この頃,中 国大陸

では文化大革命が終息 し,開 放政策がとられる様にな り,日 中の学術交流 も活発 とな り,国 際学

会への参加,文 献調査,史 跡調査へ と,神 田先生を中心 として満族史研究会 のメムバーが次々と

中国を訪れたのである。

こうした活動の成果は 『満族史研究通信』によって紹介 され,多 くのことは若い研究者に多大

の便宜を与えたのである。東洋文庫の清代史研究室では,中 国第一歴史襠案館所蔵の満文内国史

院襠天聰七年襠の講読会を神田先生を中心に開催 し,先 生は熱心にその指導 にあた られた。 この

襠案 の成立過程には解明されていない点が多いが,『 満文老襠』に欠 けている太宗朝の研究には

極めて重要な ものである。1980年 に第一歴史襠案館を訪れた時 には,補 修せねばな らぬ ものも

あり,そ の全貌 をうかが うことができなかったが,1986年 には同館 より,そ の漢訳が刊行 され

ている。 しか し漢訳 を史料 として使 うには,多 くの問題点があ り,1975年 に神 田先生 によって

作成された 『旧満洲襠 天聰九年』にならって訳註 を刊行す る必要があろ う。先生の御生前

には間に合わなかったが,新 たに刊行 された 『内国史院襠 一一 天聰七年』 は,そ のモデルケー

スである。謹んで先生の御霊前に捧げる次第である。

我が国のみならず世界の満洲学に輝か しい足跡を遺 された先生の御冥福 を心か ら祈ってやまな

い 。

(MATSUMURAJun東 洋文庫 ・日本大学名誉教授)
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